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week５-１　副詞

動詞に説明を加える

先週はテストと復習お疲れ様でした。

これまでに、ＢＥ動詞の文、そして他動詞、自動詞の文を作れるようになりました。文型でい
うとＳＶＣ、ＳＶ、ＳＶＯの文ですね。英文はこのような文型というのが、文の土台になって
おり、それぞれの文型の部品に説明の言葉が入って長くなるんでしたね。

例を見てみましょう。

このように名詞は形容詞が説明、形容詞は程度の副詞と言われるso、very、a littleなどが説
明するわけです。それでは動詞は何が説明するのでしょうか？動詞に説明を加えたい場合のこ
とを考えてみましょう。日本語で考えてみると、動詞を説明する言葉というと例えば下のよう
なものがありますね。
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今週のアウトライン

This temple           is           beautiful

soold

This old temple  is  so beautiful.

私は　彼に　会った

電車で 昨日 偶然
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week５-２　副詞

副詞の種類

この文は、「会う」という他動詞を使うので、英語にするとＳＶＯの文です。さて、前ペ
ージの説明の言葉を入れてみましょう。

まず、動詞を説明するものは常に副詞であるということを頭に入れておきましょう。副詞
ですが、すでに出てきたa little, very, kind ofなどの程度の副詞とは少し違います。程
度の副詞は形容詞や副詞を説明するものです。たとえばveryを例にとると「very good」「
very well」とは言いますが、「I very like English」とは言いません。これが程度の副
詞です。さて、それでは動詞を説明する副詞について勉強してみましょう。

①日本語でいうと「早く」や「いつも」「上手に」など
②語尾がlyのものは一部を除きすべて副詞（形容詞にlyをつけると副詞になる）
③前置詞＋名詞も副詞となる（前置詞＋名詞は形容詞になることもできる）

この動詞を説明する副詞ですが、１つ注意しておかないといけないことがあります。まず
、さきほどのI met himの文に３つの副詞を入れた文を見てみましょう。

                      I met him accidentally on a train yesterday.

日本語だと「私は、昨日電車で偶然彼に会った」となりますね。「昨日」「電車で」「偶
然」はすべて「会った」を説明しているものなので「会った」の前に入っています。とこ
ろが英文ではどうでしょう？動詞を説明する副詞はすべて文尾に入っていますね。そして
文尾の副詞は「accidentally」「on a train」「yesterday」の順番になっています。動詞
を説明する副詞がどこに入るのかは、副詞の種類によって決まっています。副詞には意味
によって下の３つの種類があります。

①場所・時間
②様子
③頻度・否定
④文修飾

今週は「場所・時間」の副詞について次のページから細かく勉強していきます。ちなみに
上の例文の例でいくと「on a train」が場所、「yesterday」が時間、「accidentally」が
様子ということになりますね。
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I      met      him.

    電車で
on a train

    昨日
yesterday

     偶然
accidentally
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week５-３　副詞
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場所の副詞

さて、場所・時間の副詞とひとくくりになっていますが、これは文中で入る位置が同じだ
からです。どちらも文尾に入ります。入る位置に関しては簡単ですね。また時間と場所の
副詞どちらも入れたい場合は基本的に場所の副詞が前に来ます。強調したいときには文尾
に入れることもできます。

さて、場所の副詞ですが、有名なものには「ここで、ここ」という意味のhereや「あそこ
で、あそこ」という意味のthere、「家で」という意味のhome、また「海外で」という意味
のabroadなどがあります。

一語の副詞では表せない場合は、前置詞＋名詞を組み合わせて副詞を作りましょう。特に
よく使うのは次の３つです。どのような意味でどのような名詞と使うのかまとめておきま
しょう。他には「～へ」というtoもあります。

　　at【イメージは点】「～で」
　　at the entrance
　　at Hachiko

　　atはどこかピンポイントの場所を指すときに使われます。

　　　　on【イメージは面】「～で、～上で」
　　on the earth
　　on a train
　　on the first page

　　onは面です。例をあげると道や床の上という場合や交通機関のときにもonを使うこと
　　ができます。ページとか紙も面ですね。

　　　　in【イメージは空間】「～で、～の中で」
　　in Tokyo
　　in the building
　　in the magazine

　　inは一番守備範囲が広いものです。奥行きを持つ空間であればinになります。例をあ
　　げると町や都市の名前は必ずinですし、buildingのような建物もinです。また、　　
　　magazineやbookなどページが複数あるものも奥行きが感じられるのでinを使います。
　
イメージとしては、at→on→inと広くなっていきます。奥行きのあるものであれば全部in
なので、迷ったらinが正しいということも多いです。

at school, at home, at a hotel, at hospital, at work, at 
restaurant　などinも使えるし、atも使えるものもあります。
これらは例えば学校を「建物」としてではなく、漠然と「勉強す
るところ」という感覚で使っているときにatを使います。あまり
違いはありませんが。ただし、at Tokyoなどとは言いませんので
、何でもatとinが使えると考えるのではなく、あくまでatも使え
る例外的な名詞があると考えておいてください。
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week５-４　副詞
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その他の前置詞

それでは、場所を表すのに使えるその他の前置詞を見てみましょう。

aboveとbelow→「～より（高さが）上で（に）、下で（に）」
※レベルが上という意味もあるので、比喩的な意味もあります。
The airplane flew above clouds.
The temperature fell below zero last night.
参考：）He lives above himself.
彼は身分不相応な暮らしをしている。

near→「～の近くで（に）」
※close toもほぼ同じ意味です。
She lives near Tokyo.

between→「～と～の間で（に）」
※２つのものに使います。Between A and Bという形で使います。３つ以上の場合には
amongを使います。
I commute between Shibuya and Saitama everyday.
参考）：Just between you and me, she is married.
ここだけの話だが、彼女は結婚してるぞ。

in front ofとbehind→「～の前で（に）」「～の後ろで（に）、～の裏で（に）」
He made a speech in front of 1000 people.
He lives behind the temple.
参考：）I don’t like him at all. He always speaks behind my back.
彼のことはまったく好きじゃないね。いつも陰口を言っている。

underとover→「～の上で（に）」「～の下で（に）」
※aboveやbelowと似ているが一定の範囲を「覆う」感じも含まれていて、やや意味が深
いため、比喩的に使われることも多い。
My cat sleeps under the table everyday.
参考：）We talked about our trip over coffee.

next to→「～のとなりで（に）」
※besideやbyにも同じ意味があります。
Mr. Smith sat down next to me.



時間の副詞

時間の副詞も場所の副詞と入る位置は同じですね。有名なものには「今日」today、「明日
」tomorrow、「昨日」yesterdayなどがあります。また、特殊なものとして時間を表す名詞
（Saturday、May、year）などの前にlast、this、nextをつけることによって副詞にできま
す（last Saturday、this weekendなど）。また、agoやlaterを「～日、～時間」の後ろに
つけても副詞にすることができます（two days ago three days laterなど）。

一語の副詞では表せない場合は、場所の副詞と同じように前置詞＋名詞を組み合わせて副
詞を作りましょう。特によく使うのは次の３つです。どのような意味でどのような名詞と
使うのかまとめておきましょう。

　　

ちなみにもし、時間の副詞を２つ以上入れたい場合には、小さいものから並べます。

I will wake up at 7 in the morning tomorrow.

副詞の並べ方は使っていくうちに慣れると思いますが、慣れないうちは順番を意識しなが
ら使っていくといいと思います。

Foundation course week５: 副詞を使って動詞に説明を加える

week５-５　副詞
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at「～(時刻)に」
at 7 o’clock 
at noon

atは時刻を表すのに使われます。

on「～(曜日、日付、週末)に」
on Wednesday 
on weekends

onは曜日、日付に使われます。また週末もonを使います。

in「～(週以上の単位)に」
in the first week
in May
in 2010
in the afternoon

inは一番守備範囲が広く、週以上の大きさになれば全部inです。場所と一緒です
が、at→on→inと守備範囲が広くなっていきます。また、morning、afternoonも
inを使います。
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week５-６　副詞
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その他の前置詞

そのほかの時間を表すのに使える前置詞をあげておきます。

for→「～間」期間を表す　
※後ろには数字が来ます。下のduringとの使い分けに注意。
I studied English for 5 hours.

during→「～の間」期間を表す
※普通の名詞と使います。「（何かイベントや出来事の）間に」という感じです。　
Please be silent during the class.

over→「～を通じて、～の間中」
※duringと似ていて、どちらも使える場合も多いですが、overには「覆う」という意味
があるので、「～を通じて」という意味が強いです。
I stayed home over the weekend. I was a little tired.

by→「～までに」締切を表す 
※下のuntilとの使い分けに注意しましょう。日本語の訳語で覚えると間違えるので「
締切」「遅くても」というイメージをしっかり持っておきましょう。
I will wake up by noon.

until→「～まで」継続を表す 
※日本語の訳語で覚えると「by」と混同するので「継続」「続く」というイメージをし
っかり持っておきましょう。
I will work until 7 today.

before、after→「～の前に、後に」
I ate dinner before the class.

between→「～と～の間」期間を表す　
※between A and Bの形で使います。fromとtoを使っても表すことができます。
The shope is open between 10 AM and 6 PM.
参考：）The library is open from 7 AM to 5 PM.

日本では、午後６時と言ったり、１８時と言ったりしますが
、英語圏では、あまり１８時などとは言いません。ＡＭとＰ
Ｍを使うことがほとんどです。また時間の言い方ですが、例
えば「10:30」を「ten thirty」と普通に読む以外にも「
half past ten」と言います。他には「11:45」を「quarter 
to twelve」とも言います。



番号 単語 同義語・反意語 用例・注意

121 early

122 late

123 recently lately, these days

124 the other day

125 then at that time

126 immediately

127 just now

128 at the moment now, at present

129 for a while a while ago「少し前」という言い方も重要

130 last time timeには「回」という意味があり、next time, this timeなどいろいろなも
のがある

131 first

132 previously We discussed that problem previously.

133 ago He left the office two hours ago.

134 a couple of a few I stayed in Hawaii for a couple of days.

135 any time 「いつか」という意味ならsome timeを使う。

136 upstairs ⇔downstairs He went upstairs a while ago.

137 abroad overseas

138 outside ⇔inside

139 somewhere anywhereなら「どこでも」になる。

140 downtown

141 there

基礎固めweek⑤ 時間・場所の副詞

意味

[副]早く（時間が）

[副]遅く（時間が）

[副]最近

[副]先日

[副]そのとき

[副]すぐに、迅速に

[副]さっき

[副]今

[副]しばらくの間

[副]前回

[副]最初に

[副]以前

[副]～前に（前にtwo daysなどつけて使う）

[形]２～３の

[副]いつでも

[副]上の階で（へ）

[副]海外へ、海外で

[副]外で

[副]どこかで

[副]繁華街で（へ）、市内で（へ）【下町という意味ではないので注意】

[副]そこで（へ）
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142 here

143 next to

144 between 場所にも時間にも使える

145 in front of

146 behind

147 over She did her homework over the weekend.

148 under

149 near

150 until [前]～まで（継続）

151 by

152 along He walked along the river.

153 above

154 on the way to She bought coffe on the way to work.

155 take～ to… He took me to the station.

156 go to bed

157 get home

158 arrive arriveの後は場所の副詞が来ることがほとんどなのでat, on, inの使い
分けに注意。

159 go to work commute

160 attend

161 call telephone, ring [他動]～に電話する

[副]ここで（へ）

[副]隣で（に）

[前]～の間で（に）

[前]～の前で（に）

[前]～の後ろで（に）、裏で（に）

[前]～を越えて、～より上で

[前]～の下で（に）

[副]～の近くで（に）

[前]～までに（締切）、～の隣に（場所）

[自動]到着する

[自動]出勤する

[他動]～に出席する

[前]～に沿って

[前]～より上で（に）

[前]～に行く途中で（に）

[動]～を・・・に連れていく

[自動]床に就く、寝る

[自動]家に着く、帰宅する
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基礎固め講座５：時間・場所の副詞 
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空欄に適切な前置詞を選んで入れましょう。 

He plays baseball (      ) Sunday 

 

Please come here (      ) 7:30 tomorrow. 

 

They live (      ) the second floor (      ) that tall building. 

 

I met a friend of mine (      ) a street by chance this morning. 

 

He is studying English (      ) the living room. 

 

I will go swimming (      ) the afternoon. 

 

I was born (      ) 1970. 

 

I played tennis (      ) 3 hours, so I am tired. 

 

They will get married (      ) December. 

 

We usually eat lunch (      ) noon. 

 

次の文に指示に従って、言葉を入れ英文を完成させましょう。過去形にしなければいけ

なかったり、動詞に sをつけないといけないものもあります。 

I go.（「そこへ」「先週末」をいれて） 

 

 

He sleep.（「普段」「８時間」をいれて） 

 

 

They arrive（「今日の朝」「８時に」をいれて） 
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He work.（「９時から５時まで」「千葉で」をいれて） 

 

 

I hear exciting news.（「数分前に」「彼から」をいれて） 

 

 

My brother visit his friend’s place.（「最近」「東京に行く途中で」をいれて） 

 

 

He eat hamburgers.（「先日」「朝に」「マクドナルドで」をいれて） 

 

 

My boss sit.（「私の隣に」「会議中」を入れて） 

 

 

My co-worker come（「少し前に」「ここに」をいれて）. 

 

 

She buy an expensive jacket（「どこかで」「数週間前に」をいれて） 

 

 

My parents live（「都会に」「しばらくの間」をいれて） 

 

 

She leave the office（「すぐに」「仕事の後」をいれて） 

 

 

次の言葉を使った自分に関する文をできるだけ作ってみましょう。 

recently 

 

 

the other day 
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until 

 

 

abroad 

 

 

on the way to 

 

 

a couple of days 

 

 

immediately 

 

 

at the moment 

 

 

 

 

次の質問に答えましょう。 

What time did you go to bed last night? 

 

 

Where do you work? 

 

 

What did you do after work yesterday? 

 

 

Where do you live? 

 

 

What time did you leave home today? 
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How long do you watch TV every day? 

 

 

When did you finish high school? 

 

 

When did you go abroad last time? 

 

 

 

 

次の日本語を英語にしましょう。 

彼は今日学校に遅れてきた。 

 

 

彼女は今日の朝めちゃくちゃ怒っていた。 

 

 

彼は２日前、遅くまで飲んでいたらしい。 

 

 

彼は本当に疲れていた。その日は、かなり早めに寝た。 

 

 

日本人は、春には毎年花見を楽しむ。 

 

 

彼は８時間前にロンドンを発った。さっき、東京に着いたよ。 

 

 

数日前、私は休みを取りました。実家に帰りました。 
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彼女はしばらく昼寝をした。具合が悪かったんです。 

 

 

最近、仕事に行く途中で君の妹に会ったよ。やせてるよね。 

 

 

いつでも電話してくれよ。週末はいつも家にいるよ。 

 

 

彼とは１０年前に初めて会いました。その頃は、彼もかなり自分勝手なやつだったよ。 

 

 

昨日は早く寝たのかい？よく寝れた？ 

 

 

この前は、Tonyのとこに泊まったのかい？あいつの家は広くて快適だよなあ。 

 

 

冬はブーツをはきますか？私はどうもブーツが好きになれなくて。 

 

 

彼女の両親はすごく厳しいんだ。１０時までには帰宅しないといけない。 

 

 

有名な作家が上の階に住んでるんだ。数日前、見かけたよ。あまり社交的な人ではないな

あ。 
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